
救助・救急演習

　化学物質の拡散により多数の傷病者が発生した
ことを想定した特殊災害対応訓練を実施しました。
　陽圧式化学防護服を着装した隊員が傷病者の救
出や化学物質の特定を行うなど、実践的な訓練とな
りました。
※ 陽圧式化学防護服とは、服内の気圧を高めるこ
とで、汚染された外気の侵入を防ぐことができる防
護服です。原因物質が不明な場合などに着装し、最
も高いレベルで隊員の身体を守ることができます。
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の３市から組織されており、消防業務及び斎場業務を行
う地方公共団体（一部事務組合）です。

ホームページ

▼アカウント
＠SAITAMA_
KENO

T
ツイッター

witter

https://www.
ken-o.or.jp/



県央だより2020年₆月 （2）

使用料及び手数料 2,243千円（0.1%）
県支出金（補助金） 8,731千円（0.2%）
財産収入（各基金の預金利子など） 38千円（0.0%）
繰入金（財政調整基金からの繰入金） 231,274千円（5.8%）
繰越金（前年度からの繰越金） 6,000千円（0.2%）
諸収入など 1,990千円（0.0%）
組合債（組合債の償還に要する経費） 309,400千円（7.8%）

分担金及び負担金（各組合市からの負担金）
3,416,805千円（85.9%）

消防費（消防・救急などに必要な経費）
3,601,410千円（90.6%）

使用料及び手数料
（火葬室や式場の使用料など）
90,681千円（39.0%）

事業費（斎場の維持管理・運営など）
229,541千円（98.7%）

議会費（議員報酬等） 7,091千円（0.2%）
総務費（組合運営に要する経費） 63,639千円（1.6%）
斎場費（斎場特別会計に繰り出す経費） 131,825千円（3.3%）
公債費（組合債の償還に要する経費） 168,516千円（4.2%）
予備費 4,000千円（0.1%）

財産収入（各基金の預金利子など） 33千円（ 0.0%）
繰入金（一般会計からの繰入金など） 140,825千円（60.6%）
繰越金（前年度からの繰越金） 1,000千円（ 0.4%）
諸収入 2千円（ 0.0%） 予備費　3,000千円（1.3%）

歳 入歳 入 歳 出歳 出

歳 入歳 入 歳 出歳 出

当初予算 39億7,648万1千円 一般会計

斎場特別会計 当初予算 2億3,254万1千円

県央みずほ斎場の指定管理者を募集
　埼玉県央広域事務組合では、令和２年度に指定管理
期間が満了するため、次のとおり指定管理者を募集し
ます。
【施設名等】　県央みずほ斎場（鴻巣市境１１４３番地）
※応募を希望する法人その他の団体は、申請書の提出
期間内に必要な書類を提出してください。なお、個人
での応募はできませんのでご了承ください。
【募集要項等の配布期間】
６月15日（月）～６月29日（月）
募集要項等の資料は、事務局総務課での受領または、
ホームページ内でダウンロードできます。
【申請書の提出期間】
７月27日（月）～７月31日（金）
平日の９時から１７時まで（正午から１３時までを除く。）

【問合せ】
埼玉県央広域事務組合事務局総務課☎０４８-５９７-２００１

　今年度、北本消防署の大規模改修工事を行い
ます。工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、
ご理解ご協力をお願いします。
� 問合せ　北本消防署☎048-592-5005

大規模改修工事のお知らせ

　一般会計及び斎場特別会計歳入歳出予算が、2月20日に開会され
た組合議会定例会で可決されましたので、その概要についてお知ら
せします。� 問合せ　総務課☎048-597-2001

令和２年度 組合予算の概要
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問合せ　予防課☎048－597－2004

　当消防本部は、住宅火災の被害低減を図
るために、住宅用火災警報器の共同購入・
共同設置を実施するとともに、自主防災訓
練に取り組む自治会を『住宅防火推進地区』
として指定しています。令和元年１２月に鴻
巣市の宮前原自治会を新たに指定し、指定
書を交付しました。
　今後も、多くの自治会が住宅防火推進地
区として指定されるように働きかけを行っ
てまいります。

県 央 ひ ろ ば

　本研修は、平成 １５
年から継続的に実施
しており、採用後４
〜６年の職員及び車
両長となる新任消防
司令補職員の更なる
知識と技術の向上を
図ることを目的とし
ています。
　研修の最終日には、検討会を実施し、経験豊富な内
部講師のアドバイスや受講者からの質問など、多くの
意見を交わすことにより、受講者は、知識、技術のみ
ならず、消防職員としての心構えも学ぶことができ、
実りある研修となりました。

　令和２年４月１日に埼玉県央広域消防本部に採用
された９名の新人消防職員です。地域住民の安心・
安全を守り、住民の皆様から感謝される消防士にな
れるように日々努力を重ねます。

　夏が近づき、気温の
上昇する日が続いてお
ります。
　昨年５月から９月ま
での５ヶ月間、当消防
本部管内で１７８人（内６５
歳以上が１０３人）が暑さ
による体調不良（熱中
症など）により救急車
で搬送されました。
　炎天下でのスポーツ
や作業はもちろんのこと、屋内でも熱中症にかかる
危険性があります。めまいや吐き気、体のだるさな
どがあったら熱中症のサインです。直ちに水分補給
や涼しい場所への移動が重要です。不安を感じたな
らば、救急車を要請してください。
　熱中症の理解のため、埼玉県央広域消防本部
ホームページ（https://www.ken-o.or.jp/firehead/
index.html）をご覧ください。

　令和元年東日本台風（台風１９号）により、県内各地
で甚大な被害が発生したことを踏まえ、台風などによ
る大規模な洪水を想定した全庁的な図上訓練を２月に
実施しました。
　この図上訓練は、さいたま市消防局指揮支援隊の訓
練支援を受けて、消防力を総動員した非常体制により
実施したもので、県内外からの緊急消防援助隊の応援

を受けての災害対応
など、実際の災害対
応のように他の消防
局職員との連携も図
られたものとなりま
した。

「住宅防火推進地区」の指定「住宅防火推進地区」の指定
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熱中症による救急搬送人員状況（令和元年度）

令和元年度警防演習の実施令和元年度警防演習の実施

新人消防職員の紹介新人消防職員の紹介

令和元年度 初級職員及び令和元年度 初級職員及び
新任消防司令補職員研修の実施新任消防司令補職員研修の実施

熱中症に注意しましょう熱中症に注意しましょう
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新しく配備された消防車両を紹介します

水槽付消防ポンプ自動車 （桶川消防署・令和２年３月配備）

　この車両は、水２，０００
リットルを積載し、毎分
２，０００リットル放水できる
放水銃を装備しており、火
災等の災害に迅速に対応
します。

高規格救急自動車 （北本消防署・令和元年１１月配備）

　この車両は、救急救命士
や救急隊員により、高度な
処置が行える資機材（除細
動器・心電図モニター・自
動式人工呼吸器など）を装
備した車両です。

（件）
種別

市別 建物 車両 その他 合計
鴻巣市 20 3 15 38
桶川市 7 2 7 16
北本市 4 2 11 17
合　計 31 7 33 71

【火　災】
種別

市別 急病 交通事故 一般負傷 その他 合計
鴻巣市 3,481 395 　 700 705 5,281
桶川市 2,391 296 482 409 3,578
北本市 2,138 　213 　 462 484 3,297
その他    5 11 1 3 20
合　計 8,015 915  1,645 1,601 12,176

【救　急】 （件） （件）
種別

市別 交通事故 火災 水難 その他 合計
鴻巣市 19 10 2 54 85
桶川市 7 7 4 48 66
北本市 7 0 3 27 37
合　計 33 17 9 129 188

【救　助】

　令和元年の火災出動件数は、前年の７０件から１件増加し７１件となっています。
　火災原因別に見ると、平成３０年に続きたき火が原因の１位でした。近年増加傾
向にある電気関係の火災が２位で、たばこと続いています。
　火の不始末などが原因となるたき火やたばこが全体の約３４％を占めています。
火を取り扱うときは完全に消火を確認するまでその場を離れない、火気の付近に
は燃えやすい物を置かないなど、細心の注意を払い火災防止に取り組みましょう。

令和元年　火災・救急・救助の概要について令和元年　火災・救急・救助の概要について
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問合せ　予防課☎048-597-200４

◆消防職員を募集します…

◆採用説明会の開催………

◆◆◆ 令和３年度消防職員募集のお知らせ ◆◆◆

開 催 予 定：令和２年７月下旬

詳細については、７月頃、組合、市広報紙、埼玉県央広
域消防本部ホームページ（https://www.ken-o.or.jp/
firehead/index.html）及びツイッター（＠SAITAMA_
KENO）にてお知らせする予定です。

募集受付時期：令和２年８月頃　
試験予定日：令和２年９月頃
採用予定日：令和３年４月１日

問合せ　消防総務課☎048-597-2002

発行　埼玉県央広域事務組合　〒365-0062　埼玉県鴻巣市箕田1638-1　ホームページアドレスhttps://www.ken-o.or.jp/
編集　事務局総務課　TEL048-597-2001（代表）　FAX048-597-3676

日本語が話せない外国人からの119番通報の対応日本語が話せない外国人からの119番通報の対応

　埼玉県央広域消防本部では、2016年５月に日本語が話
せない外国人からの119番通報に対応できるよう外国語通
訳サービスを導入しております。これにより、日本語対
応と同じように迅速かつ的確な災害対応が提供できるよ
うになりました。

 外国語通訳サービスとは 
　日本語が話せない外国人からの119番通報に指令員が対
応困難と判断した際、通訳センターに繋げ三者間で通話
することができます。現場対応時にも活用できます。
 対応言語は 
　英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、スペイン語

問合せ　指令課☎048-595-1191

三者間同時通訳の流れ

外国人通報者 消防本部指令課

①119番通報（外国語）

③ 通話内容
　 伝達・確認
 （外国語）

④ 通話内容
　 伝達・確認
 （日本語）

② 転送
　 外国語通訳依頼
 （日本語）

外国語通訳センター（民間事業者）

三者間通話
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